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公益社団法人
日本彫刻会

第 44回日本彫刻会展覧会鑑賞教室の様子

―「社会貢献」と「原点回帰」を目指して ―
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第
44
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
を
終
え
て

東
京
都
美
術
館
に
回
帰
し
て
三
回
目
の
日
彫
展
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
、
審
査
員
ほ
か
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
展
示
数
３
２
８
点
。
彫
刻
の
み
の
展
覧
会
と
し
て
は
世
界
的
に
も
他
に
類
を
み
ま
せ
ん
。
季
節
も
良
く
、
春
の
上
野
を
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「
作
品
発
表
」
と
「
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
社
会
貢
献
」
を
二
本
柱
と
し
て
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
社
会
貢
献
」
と
し
て
は
彫
刻
鑑
賞
教
室
と
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
を
開
催
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
３
校
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
視
覚
障
が
い
の
方
々
に
も
作
品
に
触
れ
て
彫

刻
作
品
の
鑑
賞
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
鑑
賞
教
室
と
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
開
催
に
当
た
り
、
東
京
都
美
術
館
よ
り
ア
ー
ト
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
の
無
償
貸
与
や
広
報

協
力
な
ど
特
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
東
京
都
美
術
館
の
ア
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
あ
る
「
と
び
ラ
ー
」
の
皆
様
も
鑑
賞
教
室
を
見
学
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
様
々
な
感
想
や
ご
意

見
を
頂
き
、
日
彫
友
の
会
や
日
彫
展
鑑
賞
支
援
部
と
の
交
流
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
彫
刻
作
品
」
に
つ
い
て
は
、
現
代
世
界
の
潮
流
で
あ
る
具
象
彫
刻
の
新
し
い
方
向
を
示
す
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
数
多
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
作
家
自
身

が
自
分
の
作
品
を
テ
ー
マ
に
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
を
す
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
も
開
催
し
、
約
２
１
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
彫
刻
研
究
会
に
は

１
４
０
名
の
参
加
を
得
て
、
作
家
一
人
一
人
が
真
剣
に
作
品
制
作
に
と
り
く
む
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
来
ま
し
た
。
西
望
賞
や
日
彫
賞
、
優
秀
賞
、
新
人
賞
な
ど

の
受
賞
作
品
に
み
ら
れ
る
新
鮮
さ
は
こ
の
44
回
展
の
特
徴
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
作
家
が
新
し
い
感
覚
で
、
ま
す
ま
す
自
由
に
作
品
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
見
え
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。「
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
展
」
で
も
新
し
い
日
彫
会
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
た
。
新
し
い
表
現
の
試
み
は
、
方
向
性
を
縛

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
各
作
家
が
よ
り
自
由
に
制
作
、
そ
の
多
様
性
を
示
す
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
は
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
仕
事
、
イ
タ
リ
ア
の
現
代
彫
刻
の
傾
向
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
評
価
の
状
況
な
ど
も
瞬
時
に
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
情
報
収
集
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
世
界
に
飛
び
出
し
充
実
し
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
　
　
山
　
本
　
眞
　
輔
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日
本
彫
刻
会
は
昭
和
22
年
「
日
本
彫
刻
家
連
盟
」
と

し
て
の
発
足
以
来
、
毎
年
継
続
し
て
彫
刻
の
み
の
展
覧

会
を
実
施
し
、
長
い
歴
史
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

幾
度
か
の
名
称
の
変
遷
や
法
人
化
を
経
て
、
平
成
22
年

11
月
よ
り
「
公
益
社
団
法
人　

日
本
彫
刻
会
」
と
し
て

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

本
年
も
東
京
都
美
術
館
に
て
第
44
回
日
本
彫
刻
会
展

覧
会
（
日
彫
展
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
日
彫
展
で

は
彫
刻
作
品
の
展
示
の
ほ
か
に
、
彫
刻
研
究
会
、
彫
刻

鑑
賞
解
説
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
視
覚
障
が
い
者

の
方
へ
の
作
品
鑑
賞
支
援
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
作

家
の
彫
刻
芸
術
の
研
鑽
と
、
芸
術
文
化
の
振
興
、
社
会

へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
本
会
で
は
地
方
日
彫
展
・
各
種
選
抜
展

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
地
方
日
彫
展
・
選
抜
展
に

つ
い
て
詳
細
は
８
・
９
・
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
44
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

①
会
期　

平
成
26
年
４
月
19
日
（
土
）〜

４
月
30
日
（
水
）

②
会
場　

東
京
都
美
術
館　

　
　
　
　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
│

36
）

③
陳
列
点
数

　
　
総
陳
列
作
品
数　

３
２
８
点

　
　

内
訳　

正
会
員　

２
４
７
点

　
　
　
　
　

会
友　
　
　

４
１
点

　
　
　
　
　

無
鑑
査
（
一
般
応
募
）　

３
点

　
　
　
　
　

鑑
査　

（
一
般
応
募
）
３
７
点

　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
初
入
選　

２
０
点

④
審
査
員

　

審
査
員
長　

山
本
眞
輔

　
　
　
　
　
　

圓
鍔
元
規　

小
俣
喜
昭　
　

楠
元
香
代
子

　
　
　
　
　
　

齋
藤
尤
鶴　

清
家
悟　
　
　

中
村
優
子

　
　
　
　
　
　

早
川
髙
師　

原
田
治
展　
　

宮
﨑
雅
司

　
　
　
　
　
　

山
崎
和
國　

阿
部
鉄
太
郎　

小
瀧
勝
平

　
　
　
　
　
　

德
安
和
博　

南
川
憲
生

（
以
上
15
名
）

　

西
望
賞
審
査
員　

　
　
　
　
　
　

市
川
政
憲
（
美
術
評
論
家
）

　
　
　
　
　
　
（ 

西
望
賞
審
査
講
評
、
受
賞
作
品
の
詳
細

等
は
５
・
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員

　
　
　
　
　
　

楠
元
香
代
子　

齋
藤
尤
鶴　

早
川
髙
師

　
　
　
　
　
　

原
田
治
展　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者

　

西
望
賞　

阿
部
鉄
太
郎

　

日
彫
賞　

岡
本
和
弘　
　

元
田
木
山　

近
藤
哲
夫

　

優
秀
賞　

鈴
木
紹
陶
武　

永
江
智
尚　

長
谷
川
倫
子

　
　
　
　
　

森
田
一
成　
　

山
本
将
之

　

新
人
賞　

秋
田
美
鈴　
　

飯
島
聡
惠　

奥
平
陽
和

　
　
　
　
　

髙
野
直
幸　
　

宮
本
温
子

⑦
正
会
員
推
挙
・
会
友
推
挙

　

正
会
員
推
挙

　
　
　
　
　

青
山
倫
子　

齋
藤
紘
子　

佐
藤
励

　
　
　
　
　

杉
田
幸
平　

武
本
大
志　

増
田
壽
子

　
　
　
　
　

山
川
芳
洋　

渡
部
信
子

（
以
上
８
名
）

　

会
友
推
挙  

　
　
　
　
　

大
竹
和
子　

木
藤
淳
成　

重
松
濤

　
　
　
　
　

髙
野
直
幸　

宮
本
温
子　

若
海
唯
賀

（
以
上
６
名
）

⑧
入
場
者
数　

８
，
４
９
７
名
（
前
回
８
，
１
１
２
名
）

　
　

内
訳　

一
般　
　

１
５
９
名

　
　
　
　
　

学
生　
　

２
６
名
（
小
学
生
含
む
）

　
　
　
　
　

企
画
展
協
賛 

１
６
０
名

　
　
　
　
　

招
待
状 

５
，
５
５
９
名

　
　
　
　
　

招
待
券 

９
９
４
名

　
　
　
　
　

出
品
者 

１
，
２
１
１
名

　
　
　
　
　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

８
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

付
添
者　

３
０
名

　
　
　
　
　

７
０
歳
以
上
、
子
供　

１
９
０
名

　
　
　
　
　

日
本
美
術
家
連
盟
ほ
か　

８
７
名

第
44
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告

展覧会準備風景
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⑨
図
録
作
成

　

平
成
26
年
４
月
19
日
（
土
）
発
行　

９
０
０
冊

⑩
彫
刻
研
究
会

　

 

受
賞
者
及
び
若
手
作
家
と
審
査
員
に
よ
る
彫
刻
研
究

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
時　
　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

参
加
者　

約
１
４
０
名

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑪
彫
刻
鑑
賞
解
説
会

　

 

審
査
員
に
よ
る
受
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
作
品
解
説

や
出
品
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

日
時　
　

期
間
中
毎
日

（
彫
刻
研
究
会
当
日
、
最
終
日
を
除
く
）

　

参
加
者　

約
２
１
０
名

⑫
彫
刻
に
触
れ
る
鑑
賞
支
援
活
動

　
■ 
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

　
　
　

 
希
望
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
随
時
実
施

　
　
　

 
通
算
参
加
者　

８
名

　
■ 

盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　

 

４
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

 

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校

　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
４
名　

引
率
者
４
名

　
　

 

４
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

 

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
16
名　

引
率
者
13
名

　
　
　
　

 

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
17
名　

引
率
者
４
名

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑬
表
彰
式
及
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
時　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら

　

会
場　

東
天
紅
上
野
本
店
別
館　

平
成
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
東
京
都
台
東
区
上
野
池
之
端
１
│

４
│

33
）

⑭
地
方
展

　

 

第
44
回
日
彫
展
の
陳
列
作
品
か
ら
62
点
を
選
出
し
、

基
本
巡
回
作
品
と
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
８
・
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
　
■ 

第
44
回
日
彫
東
海
展

　

会
期　

平
成
26
年
５
月
13
日（
火
）〜
５
月
18
日（
日
）

　

会
場　

愛
知
県
美
術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
│

13
│

２

　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
■ 

第
44
回
日
彫
北
陸
展

　

会
期　

平
成
26
年
５
月
31
日（
土
）〜
６
月
５
日（
木
）

　

会
場　

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

（
富
山
県
富
山
市
大
手
町
６
│

14
）会場風景（ギャラリー A）

会場風景（ギャラリー A） 会場風景（ギャラリー C）
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❑

西
望
賞

　
　
　
「
56
億
７
千
万
年
後
の
君
に｣

阿
部
鉄
太
郎

西
望
賞
の
選
考
に
臨
ん
で

　
　
　
西
望
賞
審
査
員
　
市
川
政
憲
　
先
生

（
美
術
評
論
家
）

昨
今
、
と
り
わ
け
女
性
た
ち
の
間
で
仏
像
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
関
心
の
も
ち
よ

う
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
が
、
か
つ
て
仏
像
を
取
り
巻

い
て
あ
っ
た
世
界
の
一
切
が
失
わ
れ
、
全
く
様
変
わ
り

し
た
現
代
に
、
そ
の
像
だ
け
が
「
も
の
」
と
し
て
残
り

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
動
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
永
い
時
間
の
中
で
、
残
る
も
の
と
失
わ

れ
る
も
の
、
変
化
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
を
意
識
さ

せ
ら
れ
る
と
き
、
彫
刻
と
い
う
「
も
の
」
が
開
く
ひ
と

つ
の
地
平
が
見
え
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
お
そ

ら
く
彼
女
た
ち
は
、
彫
刻
と
い
う
歴
史
、
形
式
と
い
う

考
え
を
成
り
立
た
せ
る
永
い
文
化
的
な
時
間
を
想
う
以

前
に
、
遠
い
過
去
の
も
の
と
直
に
、
現
在
的
に
関
係
を

持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
彼
女
た
ち

は
、
仏
像
が
、
一
方
で
、
儀
軌
に
従
い
、
形
式
を
重
視

し
た
保
守
的
な
面
を
持
ち
な
が
ら
、
生
と
死
、
こ
の
世

と
あ
の
世
の
境
界
に
対
し
て
現
実
的
な
自
由
さ
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
嗅
ぎ
取
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
仏
像
は
、
形
式
に
ま
つ
わ
る
永

い
時
間
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
自
分
に
直
接
結

び
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
西
望
賞
候
補
と
し
て
選
ば
れ
た
作
品
の

置
か
れ
た
部
屋
で
、
多
く
の
人
体
像
を
前
に
し
て
、
形

式
と
し
て
の
彫
刻
が
有
す
る
時
間
の
厚
み
、
自
分
と
の

距
離
を
知
る
こ
と
が
出
来
ず
、
彫
刻
と
し
て
の
善
し
悪

し
の
判
断
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
の
能
力
も

あ
り
ま
す
が
、
現
代
に
お
け
る
「
彫
刻
」
の
問
題
で
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、私
は
仏
女
同
様
に
、

自
分
と
の
関
係
に
お
い
て
「
表
面
」
的
な
、
物
質
的
な

表
面
で
は
な
く
、
形
式
の
時
間
を
払
拭
し
て
直
に
ひ
と

つ
の
間
を
形
成
す
る
作
品
と
し
て
阿
部
鉄
太
郎
氏
と
森

田
一
成
氏
の
作
品
に
注
目
し
ま
し
た
。

受

賞

作

品

会場風景（ギャラリー C） 会場風景（ギャラリー B）
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❑

日
彫
賞

❑

優
秀
賞

❑

新
人
賞

山本将之
「不撓の築」

長谷川倫子
「春」

永江智尚
「煙立つ」

鈴木紹陶武
「ひつじくもにのる」

森田一成
「大地 2014」

宮本温子
「勿忘草」

奥平陽和
「日和」

飯島聡惠
「陽風」

秋田美鈴 

「eclosion」
髙野直幸
「冬の日に」

元田木山
「春の兆し」

近藤哲夫
「ぬくもり」

岡本和弘
「夜の鳥」
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

◇
彫
刻
研
究
会

開
催
５
回
目
を
迎
え
た
本
研
究
会
は
、
作
家
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
鑑
賞
者
を
含
め
て
毎
年
百
名
以
上
の
参

加
者
の
あ
る
、
大
変
意
義
の
あ
る
研
究
交
流
会
で
す
。

第
44
回
展
で
も
４
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
東

京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
西
望
賞
・
日
彫
賞･
優
秀
賞
・
新
人
賞
の

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
と
、
審
査
員
・
正
会
員
・
会
友
・

入
選
者
の
方
々
、
一
般
の
鑑
賞
者
を
含
め
て
１
４
０
人

余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
審
査
員
長
を
務
め
た
山
本
眞
輔
理
事
長
か
ら

「
彫
刻
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
彫
刻
に
興
味
を
も
ち
、
好

き
に
な
り
、
彫
刻
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

い
い
作
品
は
、
前
を
通
る
と
自
分
を
よ
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な
作
品
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

堀
尾
秀
樹
企
画
主
任
の
司
会
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
賞
者
が
作
品
に
込
め
た
思
い
や
制
作
過
程
な
ど
語
り

ま
し
た
。
新
人
賞
を
受
賞
し
た
17
歳
の
高
校
生
の
作
品

は
、
モ
デ
ル
を
観
察
し
て
真
摯
に
制
作
し
た
姿
勢
が
印

象
的
で
し
た
。
ま
た
、
審
査
員
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
つ
い
て
の
講
評
が
あ
り
、
新
た
な
視
点
も
得
ら
れ
、

よ
り
深
く
味
わ
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は

も
と
よ
り
、
制
作
者
に
と
っ
て
も
原
点
に
立
ち
返
り
自

身
の
姿
勢
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
制
作
に
向
け
て
、鼓
舞
さ
せ
ら
れ
、

励
み
と
な
る
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
参
加
者
か
ら
は
、「
毎
年
参
加
し
て
い
る
。
若

い
人
の
表
現
の
仕
方
が
面
白
い
」「
自
分
も
木
彫
を
し
て

い
る
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
解
説
を
聞
き
な
が
ら
作

品
を
見
る
と
面
白
い
。
作
品
に
共
感
で
き
る
」
と
い
う

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
彫
刻
研
究
会
は
ま
さ
に
山
本
眞
輔
理
事
長
の
提

唱
す
る
、
日
本
彫
刻
会
が
め
ざ
す
「
社
会
貢
献
」
と
「
原

点
回
帰
」
を
具
現
す
る
大
変
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

た
だ
、
話
が
聞
き
と
り
に
く
く
て
残
念
と
い
う
声
も
多

く
あ
り
、
来
年
度
は
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

研
究
会
最
後
に
圓
鍔
元
規
委
員
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て
私
自
身
の
制
作
の
勉
強
と
な
り
、
ま
た

刺
激
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
日
彫
友
の
会
の
活
動

盲
学
校
鑑
賞
教
室 

・ 

タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

旧
「
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平

成
18
年
の
日
彫
展
か
ら
始

ま
り
、
日
本
彫
刻
会
が
提

唱
す
る
「
社
会
貢
献
」
の

一
つ
と
し
て
、
多
く
の
視

覚
障
が
い
者
の
鑑
賞
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
44
回
日
彫
展
で
も
、

新
設
さ
れ
た
日
彫
友
の
会

と
鑑
賞
支
援
部
を
中
心
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
得
て
、「
盲
学
校
鑑
賞
教
室
」
と
「
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。

盲
学
校
鑑
賞
教
室
は
、
葛
飾
盲
学
校
、
久
我
山
青
光

学
園
、
筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
の
引
率
者

を
含
め
て
約
60
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ッ

チ
ツ
ア
ー
は
全
会
期
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
4

月
23
日
に
限
っ
て
、
都
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ

ラ
シ
で
の
広
報
が
あ
り
、
多
く
の
成
人
の
方
や
埼
玉
県

立
特
別
支
援
学
校 

塙
保
己
一
学
園
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
か
ら
、「
私
が
気
に
入
っ
て

い
る
の
は
、『
ガ
キ
大
将
』
と
い
う
作
品
で
、
半
ズ
ボ
ン

に
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
、
そ
し
て
右
手
に
木
の
枝
を
持
っ
て

い
て
、
と
っ
て
も
い
ば
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。」

「
お
み
や
げ
の
カ
ニ
が
す
べ
す
べ
し
て
い
て
、
触
り
ご
こ

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
大
切
に
し
ま
す
」
と
い
う
お
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。

賑わいをみせる研究会の様子
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会
期　
　
　

平
成
26
年
５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月
18
日
（
日
）

陳
列
点
数　

１
０
０
点
（
内
巡
回
作
品
６
２
点
）

入
場
者
数　

２
，２
４
３
名

中
日
賞

　
　
　
「
煙
立
つ
」　　
　
　

  　

永
江
智
尚

東
海
テ
レ
ビ
賞

　
　
　
「
堂
々
」　　
　
　
　

  　

山
田
剛
士

愛
知
県
知
事
賞

　
　
　
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」　　

  　

南
川
憲
生

日
彫
東
海
展
「
愛
知
県
知
事
賞
」
が
認
可
さ
れ
新
設

さ
れ
た
第
42
回
日
彫
東
海
展
か
ら
、
今
回
で
三
年
目
を

迎
え
ま
す
。
第
44
回
日
彫
東
海
展
の
前
夜
祭
で
の
授
賞

式
に
、
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
が
御
出
席
さ
れ
「
愛
知

県
知
事
賞
」
の
受
賞
者
に
賞
状
、
盾
を
授
与
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

東
海
地
方
最
大
、

唯
一
の
彫
刻
展
で
あ

る
こ
と
か
ら
知
事
か

ら
は
「
作
家
達
の
芸

術
文
化
を
県
民
に
発

信
す
る
業
績
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ

る
」
と
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
本
年
度
の

「
愛
知
県
知
事
賞
」

の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
出
品
者
全
作
品
の
中
で

最
も
努
力
が
み
ら
れ
る
作
品
に
与
え
る
賞
に
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
審
査
方
法
が
述
べ
ら
れ
受
賞
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
、
５
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
午
後
３

時
に
、
本
年
も
「
触
れ
て
み
る
彫
刻
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ビ
ジ
ョ
ン
共

有
ク
ラ
ブ
」
か
ら
の
参
加
者
１
名
、
個
人
参
加
１
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
名
、
そ
こ
に
作
家
が
加
わ
り
鑑
賞
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
年
は
、
動

物
で
す
ね
、
こ
の
塊
は
雲
で
す
か
、
な
ぜ
、
雲
に
乗
っ

て
い
る
の
で
す
か
」
と
作
者
に
問
い
か
け
た
り
、「
横
に

足
が
伸
び
て
い
ま
す
ね
指
が
分
か
り
ま
す
、
こ
ん
な
姿

で
す
か
」
と
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
な
ど
作
家
、
鑑
賞
者

共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
」
が
新
聞
報
道
な
ど
に
よ
り
、

触
れ
ら
れ
る
彫
刻
展
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
年
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
も
鑑
賞
者
の

中
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
に
は
、
有
意
義
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う
よ
う
に
記

述
レ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
熱
心
な
作
品
と
向
き
あ
う

姿
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
」
を
始
め
と
し

た
新
た
な
企
画
を
、県
民
、教
育
機
関
に
広
く
呼
び
掛
け
、

鑑
賞
者
と
作
者
の
交
流
を
は
か
り
、
楽
し
い
芸
術
の
発

見
が
な
さ
れ
る
展
覧
会
と
な
っ
て
、
来
場
者
増
加
に
繋

が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
東
海
日
彫
会
事
務
局
）

第
44
回
日
彫
東
海
展

日彫東海展　授賞式の様子

日彫東海展鑑賞教室の様子

日彫東海展　レポート記述の様子
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会
期　
　
　

平
成
26
年
５
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
５
日
（
木
）

陳
列
点
数　

８
７
点
（
基
本
巡
回
作
品
６
２
点
）

入
場
者
数　

１
，７
２
３
名

北
陸
日
彫
会
賞

　
　
　
「M

A
I’14

（ver.2

）」 
石
田
陽
介

富
山
新
聞
社
社
長
賞

　
　
　
「
大
地
２
０
１
４
」 

森
田
一
成

日
彫
北
陸
展
は
富
山
県
と
石
川
県
で
会
場
を
毎
年
交

互
に
替
え
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
富
山
県
民

会
館
美
術
館
改
装
に
伴
い
、
新
た
に
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
富
山
会
場
で
は
作
品

解
説
会
や
、
触
れ
て
見
る
彫
刻
、
新
し
い
企
画
と
し
て

親
子
彫
刻
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ｢

家
族
を
作
ろ
う
。
み
ん

な
の
笑
顔｣

を
開
き
、
ま
た
富
山
市
内
の
富
山
大
和
デ

パ
ー
ト
で
は
北
陸

会
員
の
作
品
展
を

同
時
開
催
し
ま
し

た
。今

回
は
初
め
て

の
市
民
プ
ラ
ザ
で

の
展
示
と
な
り
、

搬
入
や
陳
列
に
不

安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
広
さ
や
照
明

な
ど
大
変
優
れ
明

る
い
会
場
に
な
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
充
実

し
た
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
期
間
、
富
山

市
内
の
大
き
な
お
祭
り
と
重
な
っ
て
入
場
者
が
増
え
た

こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

作
品
解
説
は
、

開
会
式
の
あ
と

入
賞
者
の
作
品

を
中
心
に
山
本

眞
輔
理
事
長
が

解
説
を
さ
れ
、

後
で
作
者
が
自

分
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。
制

作
意
図
や
彫
刻

へ
の
想
い
な
ど

素
直
な
気
持
ち

を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
当
番

に
当
た
っ
た
会

員
は
来
館
者
の

要
望
に
答
え
解
説
も
行
い
ま
し
た
。

触
れ
て
楽
し
む
彫
刻
は
46
点
。
鑑
賞
者
に
大
変
評
判

が
よ
く
、
一
つ
一
つ
触
れ
て
材
質
の
面
白
さ
や
、
表
現

の
仕
方
な
ど
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
木
の
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
た
」
と
か
「
金
属
の
重
量
感
や
冷
た
さ
を
感
じ

ら
れ
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
彫
刻
の
魅
力
が
増

え
て
作
家
と
鑑
賞
者
の
距
離
が
近
づ
い
た
様
な
気
が
し

ま
し
た
。

特
別
企
画
の
親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
富
山
で
は

初
め
て
の
企
画
で
11
名
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
粘

土
を
使
っ
た
造
形
を
家
族
と
楽
し
み
ま
し
た
。｢

家
族
で

作
ろ
う
。
み
ん
な
の
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
北
陸
日
彫
会
員

が
指
導
し
、
20
㎝
程
度
の
針
金
の
骨
組
み
に
粘
土
を
く
っ

つ
け
て
思
い
思
い
の
形
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
低
学
年
の

子
ど
も
も
い
た
の
で
自
由
に
楽
し
く
作
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
と
っ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
す
る

子
が
い
て
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
間
余
り
の
彫

刻
教
室
で
し
た
が
、「
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
色
を
ぬ
っ
て

楽
し
み
た
い
」
と
出
来
栄
え
に
満
足
げ
で
楽
し
そ
う
で

し
た
。
こ
の
企
画
を
通
じ
て
彫
刻
に
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

デ
パ
ー
ト
で
の
会

員
作
品
展
を
同
時
開

催
し
た
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
は
事
業
が

重
な
り
忙
し
い
一
週

間
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
積
極
的
に

当
番
に
出
て
い
た
だ

き
、
観
覧
者
と
話
を

も
つ
機
会
が
出
来
た

の
で
、
彫
刻
の
理
解

と
作
家
の
思
い
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
展
覧
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
北
陸
日
彫
会
富
山
事
務
局
）

第
44
回
日
彫
北
陸
展

日彫北陸展作品解説会の様子

親子ワークショップ

日彫北陸展　開会式の様子
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彫
刻
制
作
に
用
い
ら
れ
る
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
技
法
に
は
、

主
に
ガ
ス
型
製
法
と
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
製
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
製
法
の
原
理
に
つ
い

て
、
簡
単
な
形
の
梵
鐘
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
製
法
と
は
、
ロ
ウ
を
利
用
し
た
鋳

造
方
法
で
す
。
原
型
を
基
に
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
で
雌
型
を

作
成
し
、
原
型
と
同
じ
形
の
ロ
ウ
型
を
つ
く
り
ま
す
。

ロ
ウ
型
の
周
り
を
鋳
砂
で
覆
い
固
め
、
焼
成
し
ま
す
。

熱
で
ロ
ウ
を
溶
か
し
て
、
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

き
た
型
の
空
洞
に
、
溶
か
し
た
金
属
を
流
し
込
む
と
鋳

物
が
で
き
ま
す
。

原
型
か
ら
直
接
鋳
型
を
作
る
ガ
ス
型
製
法
と
は
異
な

り
、
こ
の
製
法
で
は
鋳
型
中
の
ロ
ウ
型
は
溶
か
し
だ
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
抜
き
勾
配
や
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
を

考
え
る
必
要
が
な
く
、
複
雑
な
形
状
の
も
の
を
一
体
化

し
て
鋳
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
縮
率
を
考
え
て

原
型
を
作
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
面
倒
な
加
工
等
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
量
産
も
可
能
で
す
。

彫
刻
制
作
に
お
い
て
、
紀
元
前
よ
り
西
欧
で
発
達
し

た
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
製
法
は
、
複
雑
な
原
型
を
忠
実
に

写
し
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
特
徴
が
見
直
さ
れ
、
近
年
で
は
工
業
面
に
も
ロ
ス

ト
ワ
ッ
ク
ス
技
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
タ
ー
ビ
ン
や
部
品
な
ど
、

精
密
鋳
造
技
術
と
し
て
広
く
工
業
製
品
や
機
械
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員　

竹
中
銅
器　

高
辻
武
男

ⅦⅦ

―
 

ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
技
法 ―

ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
製
法
　

Ⅶ

③　�ワックス原型（ロウ）の周り
を鋳砂で固める

②　�ロウに置き換えたものにブロン
ズを流し込む湯口を付ける

① シリコンゴム型にてロウに置き換える

⑥ 湯口を切り落とし完成 ⑤ 型から取り出した成型品
  （まだ湯口が残っている）

④　�熱でロウを抜き去った鋳砂の型に
溶かした金属を注ぐ
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市
村
緑
郎
先
生
を
偲
ん
で
　
　
　
日
本
彫
刻
会
　
運
営
委
員
　
　
中 

村 

優 

子

日
本
彫
刻
会
前
理
事
長
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本

の
具
象
彫
刻
の
一
翼
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
市
村
緑
郎

先
生
が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
七
十
八

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
訃
報

に
、
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

先
生
は
茨
城
県
下
妻
市
の
ご
出
身
で
東
京
教
育
大

学
を
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
埼
玉
大
学
、
崇
城
大
学
で

教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
埼
玉
大

学
に
入
学
し
た
春
で
し
た
。
先
生
が
ち
ょ
う
ど
文
部

省
派
遣
の
欧
州
視
察
か
ら
帰
ら
れ
た
時
で
、
イ
タ
リ

ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
見
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
当
に

楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
以
来
、
先
生
に
師
事
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

先
生
は
い
つ
も
「
目
線
だ
け
で
形
を
つ
く
っ
て
い

く
の
は
、
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。「
ポ
ー
ズ
間
の
休
憩
は
、
制
作
者
の
休
憩

で
は
な
い
。」
と
、
制
作
中
に
決
し
て
座
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
緒
に
制
作
し
て
い
た
学
生
は
、

先
生
が
厳
し
く
作
品
と
向
き
合
わ
れ
る
姿
に
圧
倒
さ

れ
な
が
ら
も
、
彫
刻
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
の
本
質

を
、
こ
の
時
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
先
生
も
授
業
が
終
了
し
、
夕
方
か
ら
の
制

作
に
向
か
う
合
間
に
は
、
学
生
を
相
手
に
よ
く
大
好

き
な
フ
リ
ス
ビ
ー
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
誰
よ
り

も
ま
っ
す
ぐ
に
遠
く
に
飛
ば
さ
れ
て
は
、
と
て
も
大

き
な
声
で
喜
ん
で
い
ら
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。

あ
る
時
、
飛
行
機
か
ら
、
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
茜
色

に
輝
い
て
い
た
雲
海
を
見
て
、
小
さ
な
窓
に
顔
を
押

し
当
て
る
よ
う
に
し
て
デ
ッ
サ
ン
を
な
さ
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
の
中
に
あ
る
様
々
な
造

形
に
感
動
さ
れ
、
そ
れ
が
先
生
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ

と
結
び
つ
き
、
そ
こ
に
卓
越
し
た
造
形
力
が
加
わ
っ

て
、
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
妥
協
な
く
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
作
品
は

そ
の
凛
と
し
た
佇
ま
い
の
な
か
に
崇
高
な
精
神
性
を

た
た
え
、
み
る
人
の
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。

ま
た
、
先
生
は
、
日
展
、
日
彫
展
で
活
躍
さ
れ
る

一
方
で
、
高
村
光
太
郎
大
賞
展
や
ロ
ダ
ン
大
賞
展
に

も
出
品
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
作
品
は

日
頃
の
写
実
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
単
純
化
さ
れ

た
フ
ォ
ル
ム
の
組
み
立
て
か
ら
な
り
、
新
た
な
境
地

を
築
か
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
に
は
芸
術
院
会
員
に
就
任
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
に
は
下
妻
市
の
市
民
栄
誉
賞
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

彫
刻
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
育
者
と
し
て
も
た

く
さ
ん
の
後
進
を
育
て
ら
れ
た
先
生
。
大
き
な
声
で

お
笑
い
に
な
り
、
彫
刻
の
話
ば
か
り
さ
れ
て
い
た
先

生
。
彫
刻
を
つ
く
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
、そ
う
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
先
生
。
昨
年
の
個
展
で
は
真
の
具
象

彫
刻
と
は
何
な
の
か
、
ま
だ
ま
だ
追
求
し
て
や
ま
な

い
も
の
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

な
の
に
何
故
こ
ん
な
に
早
く
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の

か
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

先
生
が
彫
刻
に
か
け
て
き
た
情
熱
は
誰
も
真
似
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
作
家
と
し
て

の
姿
勢
を
僅
か
で
も
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、
先
生
へ
の

恩
返
し
と
思
い
、
長
年
の
ご
指
導
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆
日
彫
会
報
第
73
号
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
並
び
に
、
市
川
政
憲
先
生
、

賛
助
会
員
高
辻
武
男
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
編
集
後
記
を
か
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
今
回
号
よ
り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
会
報
の
編

集
と
な
り
ま
す
。
一
同
協
力
し
て
、
日
本
彫
刻
会
と
彫

刻
芸
術
に
関
わ
る
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
新
し
い
企
画
等
に
つ
い
て
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
編
集
委
員
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と

つ
く
る
会
報
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
委
員　

村
井　

良
樹 　

上
田　

ふ
み 　

長
谷
川
倫
子

　
　
　
　
　

一
鍬
田　

徹 　

前
芝　

武
史 　

宮
坂　

慎
司

日
彫
会
報
№
73
　
平
成
26
年
8
月
31
日
発
行

　
　
　
　
訃
　
　
報

　

左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

正
会
員　
　

城
ケ
イ
子 

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
三
月

　
　

常
務
理
事　

市
村
緑
郎 

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
四
月

　
　

運
営
委
員　

小
野
澤
健
一 

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
五
月

６
月
の
初
旬
、
今
回
で
第
９
回
目
と
な
る
日
本
彫
刻

会
新
鋭
選
抜
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
は
、「E

ach  

episode

」
と
題
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
制
作
に
込
め
た
思

い
や
、
そ
の
表
現
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る

展
示
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
に
関
す
る
詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
。

会
期　

平
成
26
年
６
月
１
日（
日
）〜
６
月
14
日（
土
）

会
場　

美
術
会
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅

　
　
　

11
時
か
ら
19
時
ま
で

　
　
　

東
京
都
中
央
区
銀
座
３
│

10
│

19

出
品
者　

上
松
真
弥　
　

小
関
良
太　
　

梶
川
俊
一
郎

　
　
　
　

神
谷
睦
代　
　

桑
原
秀
栄　
　

小
橋
暁
子

　
　
　
　

小
宮
山
美
貴　

佐
藤
徹　
　
　

志
満
津
華
子

　
　
　
　

鈴
木
紹
陶
武　

高
石
麻
代　
　

髙
野
眞
吾

　
　
　
　

武
本
大
志　
　

田
村
さ
つ
き　

寺
山
三
佳

　
　
　
　

時
田
直
彦　
　

德
安
和
博　
　

永
江
智
尚

　
　
　
　

丹
羽
俊
揮　
　

長
谷
川
倫
子　

三
宅
信
行

　
　
　
　

宮
坂
慎
司　
　

森
矢
真
人　
　

山
本
将
之

　
　
　
　

横
山
丈
樹　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
25
名
）

展
覧
会
初
日
に
は
作
品
を
語
る
会
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
）
が
開
か
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
若
手
作
家
の
実
験
的
・
意
欲
的
な
彫
刻
表

現
も
多
く
、
作
家
が
語
る
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
の
話

に
は
来
場
者
も
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

作
家
同
士
の
彫
刻
談
義
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
実
り

の
あ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

第
９
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
展

作品を前に制作を語る若手作家 第 9 回日本彫刻会新鋭選抜展　展示の様子


